
社会課題解決に向けた移動データ統合・実装WG

具体的な取組みとの連携や協調領域の範囲内での実践を通じて、データ利活用の有用性を示
すとともに、データ活用や流通を促進する上での課題を明らかにしようとしています。

データ利活用の効果が出しやすいいくつかのユースケースを題材に、実際にデータを入手し、
ニーズ・課題の理解や移動データ等の活用方法について、関係各社との議論を重ねながら
データ解析・可視化などを行っています。

特に、各府省庁における施策立案に関連した具体的なユースケースを取り上げています。

安全・安心・快適な移動、多様なライフスタイルを支える移動に必要なモビリティデータ

のさらなる利活用を通じて社会課題の解決に貢献することを目的としています。

社会課題解決に向けた移動データ統合・実装WGの活動イメージ
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連携先

収集データ

種々のプローブデータを

活用した交通量の推計

安全・安心、渋滞解消等の

ユースケースへの対応

災害関連リスク情報提供、災害時に

一元化した道路・公共交通情報の提供

データ収集・加工・提供のための統合・共通化をする『仕組み』のプロトタイプ構築

データ統合・共通化チーム

交通量調査のDX化（高度化・効率

化等）に関し、国土交通省道路局道

路経済調査室と連携、交通量調査

及びOD調査へのカープローブデー

タ活用を検討しています。

学校周辺の生活道路を中心に交通安全対

策に資する状況を “見える化”しています。

同じ課題意識を持つ国土交通省道路局道

路交通安全対策室やSIP第３期「スマート

モビリティプラットフォームの構築」メン

バと意見交換を行い、連携を進め、データ

の持つ価値の見える化をめざします。

呉高専神田教授、ITS Japan災害レジリエン

ス委員会と連携し、災害時交通マネジメント

に関するユースケースの具体化を通して、災

害関連リスク情報提供、災害時に一元化した

道路・公共交通情報の提供をめざします。

３つのユースケース検討チームに横ぐしをさす形で、ユースケース起点のデータ利活用・流通促進について検討を進めています。

【本WGの特徴】

• データの収集・提供、仕様・システムの標準化、

具体・精微な分析および事業化といった知見

/実務を有するメンバが参画しています。

• 活動の出口として、関係府省庁／自治体／事

業者等、ニーズを持つユーザへの提案を想定

しており、ユーザを意識した取組み、及び想

定ユーザとの連携を踏まえた活動をしていま

す。 物流 車流（プローブ）人流

データ統合基盤

可視化（ダッシュボード）

移動需要分析

オンデマンド
バス

ドライバーへの
安心情報提供

公共交通カーシェア
住民向け安全・安
心・利便情報提供

・・・

社会実装・事業化

幅広く多彩な
データ収集

仕様やシステ
ムの標準化

具体・精緻な
分析力

費用等踏まえた
事業化の検討

さまざまな
ユースケース
を実行調整

情報収集／
配信事業者 1社

カーデータ・人流データホルダー 6社

コンサルティング企業 4社

公共交通

横展開
大学や自治体、

交通事業者とのつながり

公共交通データホルダー 1社

IT企業 6社

基盤地図・データ

地図会社 １社

社会課題解決に向けた移動データ統合・実装WGの構成

活動概要

目的
連絡先は:prg@its-jp.org
パネルはQRでもご覧頂けます
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